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熊笹の葉および根昆布の粉末を用いた健康飲料の製造

神奈川大学名誉教授 寺本 俊彦

1.は じめに

緑茶は、 ビタミン類を始め、人体の健康維持に有効な成分 を多種類含んでお り、古来、

常用 されてきていることは周知の通 りである。この研究では、茶葉の代わ りに、熊笹の葉

と根昆布(昆 布が岩 に付着 している根元およびそれに近い部分)を 用い、それ らを粉砕混合

して、粉茶に代わるべ き飲用物を作 り出す ことを試みた。何故、熊笹 と根昆布なのか、古

来、熊笹はその生命力が大変強い植物 として知 られている。根昆布は、栄養価の高い昆布

の葉がその周辺海水の動きに応 じて自在に揺れ動 くのを許す と共に、それが流失 して しま

うのを防 ぐべ く、 しっか りと岩 に固着す る役 目を担ってお り、その肉質は頑健で しかも柔

軟性に富んでいる。 これ らの混合物が、独特の風味 を持ち、栄養 にも富む、癖の無い飲み

物 を生み出す期待をもって研究を進めた。

2.笹 葉による光合成 と光合成のなぞ 熊笹葉粉の有用性

笹 は、竹 と同 じく、イネ科 タケ亜科植物に属す る。イネ科植物の大部分は、細長い葉 と

折れやすい茎 を持つ1年 生の草本であるが、笹 を含む竹類 は、茎部の細胞が木化 してお り、

イネの仲間 とは形態や性質が異なる多年生の草本である。む しろ、木の仲間に近い と言 え

よ う。その主な成長期 間は最初 の3ヶ 月程であ り、それ以後では枝葉部 に僅 かな成長が見

られ るものの、枯死す るまでの十数年間殆 ど成長 しない。すなわち、木のよ うに外側に新

しい層を形成 して行 くことはなく、従って伸長 も肥大 もしない。

しかし、葉緑素 を主体 とす る笹の葉では、樹木の葉におけると同様に太陽光の下では休

む ことな く光合成が行われ、生存期間中にわた り続けられ る。一体、その生産物は何に用

いられているのであろ うか。前述 した通 り、生長 した茎や葉 に付加 される新 しい層 を形成

す ることはない。実はこれ らは図1に 示す竹 の場合 と同様に新芽の生成 に用い られる。 こ

こに笹の生命力の強 さと言お うか生長性 の大きさと言お うか、がある。これが熊笹葉粉の

食品 としての保健有用性を生み出 してい ると考 えられ る。

よく知 られているように、光合成は、光のエネルギーを用いて高エネルギー化合物であ

るATP(ア デ ノシン三 リン酸)を 合成す る過程 と、そのATPの エネル ギーを使って、炭酸固定

(二酸化炭素か らの炭水化物合成)す る過程の2つ か ら成 り立ってい る。 ところで、太陽

光の強 さの波長 に対す る分布は、図2に 示す通 りである。効率よく光合成を行 うためには、

強さが最 も大きい緑色光(波 長556nm)を 用 うることが望ま しい と考えられ る。 ところ

が、現実の光合成にあっては、 このための光吸収 は図3に 示す ように、 クロロフィルaに

ついても、 クロロフィルhに ついて も、 この波長 よ り少 し短い450nm(青 色光)と 少 し

長い680nm(赤 色光)の2波 長帯においてなされてい る。何故このよ うなことがな され
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るのかは、本研究に とって も重要な課題 であるが、解明す るには至ってお らず、なぞとし

て残 されてい る。

3.昆 布 の光合成 と根昆布 の役割一 根昆布の有用性

日本 は、世界各国の中で も、沿岸 の海藻の多種、多様、多量 さにおいて比類がないと言

われている く図4)。 昆布 を始 めとして海;fは 光合成 を行 って生存 して行 くため、光の強

さが弱まる深 い海 では生育せず、その生存可能深度は30mで ある(図5)。 ↓ か もミ岩 に

根 を張って生きる特性 をもつ ことか ら砂地では生育できない。海藻では、陸生植物 とは異

な り、地中(い まの場合、岩盤)に 根を張って体を支 える必要はない。重力に基 く体重が、

周辺海水の圧力の結果 としての浮力によって支 えられているか らである。海藻の根は、海

藻が周辺の海水の動 きのままに流れ去って しま うのを防 ぐ役割を果た してい るだけであ り、

岩 に固着 レていればよい。海藻では、どの部分の細胞 においても光合成 を行 うとともに、

海水 中の ミネラル分 を吸収す る。図4,曾5に 示 されるよ うに、昆布は、環境汚濁の少ない

北方の海の しかも比較的深い海に生息するため、有害物質に汚 されることが少なく、健康

食 品の性格 をおのずか ら備 えている。

昆布 は体色が褐色をしている褐藻類の1種 であり、その種類 は多く形状は糸状、葉状、

ひ も状、樹枝状 など多様である(図6)。 小 さいものでは、そのサイズが顕微鏡的であ る

が、大 きいものでは100m近 くにもな る。 これ らの うち、食用 となるのは、主にマ コン

ブ、 ミツイ シコンブ、ホソメコンブおよびナガ コンブなどであ り、10mま たはそれ以上

に達する。 これ らの体に含まれる光合成色素のフコキサンチンが、深 い所にも到達す る緑

色光 を吸収 し、そのエネルギーをクロロフィルaに 効率よく渡す働 きをもっている。

昆布 の体の一番外側には、色素 を含む数層 の細胞があ り、その内側にやや大きい細胞、

そ して1番 内側 に細長い細胞がある。 この中心部にある細長い細胞は、その端がその上下

にある他の細長い細胞 とつながってお り、そこにふ るいのよ うに穴のあいた仕切 りができ

ていて、陸上植物の師管によ く似た構造になってい る。一この繊維のよ うな細胞群 も、陸上

植物におけるほ どたくま しく発達は していない。上述 したよ うに、自ち 自分の体を支 える

必要がないか らである。',・

昆布 は、アイスク リーム、チーズ、シャーベ ッ ト、シロップ、 しるこの ような粘 り気 の

ある食 品に含 まれてい る、安定剤 としてのアル ギン酸 を含 んでいる。 これは、D一 マ ンヌ

ロン酸(M)お よびL一 グル ロン酸(G)の 混 ざったブロックが任意に結合 した、複雑 な構

造のブロック共重合体であ り、これ も健康食品 として珍重 され ることに貢献 していると思

われる。

4.笹 葉 一根 昆布粉茶の薬効 電 ＼,

この研究で作製 した粉茶は1種 の食品であるが、その飲用が健康増進に役立っ と期待 さ

れる。その効果は長期服用によって検証 され るべぎものである。服用 を始 めてよ り数ヶ月
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以上 に及ぶが更に飲用を続 け、その結果 を見たいと考えている。今までの ところ、体調は

よい。他の人にも試みてもらうべ く1生 産量 を増や している段階である。
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図1太 陽光 の強 さの諌長 に対 す る分 布
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図2ク ロ ロフ ィル の光 吸収特 性(岡 本研正 ・柳 智博 「応

用物 理」66(2)156,1999よ り)
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図3生 育型による竹の分類(a)温 帯 性竹類、(b)熱 帯

性竹類(内 村悦三 『「竹」への招待』研成社、1994よ り)
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図4日 本周辺の海藻生育分布(石 川依久子,裳 華房)
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図5海 藻生育深度(石 川依久子,裳 華房)
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図6日 本 の 近 海 で とれ る コ ン ブ(い ず れ も 約1/100に 縮 小 して あ る)1マ コ ン ブ・2ミ

ッ イ シ コ ン ブ,3ホ ソ メ コ ン ブ,4カ ズ カ ラ コ ン プ,5チ ヂ ミコ ン ブ,6カ ラ フ トコ ンブ,

7カ キ ジマ コ ン ブ,8チ シ マ サ ッ マ タ コ ン ブ,9ホ ソパ チ ャ セ ン コ ン ブ,10ク マ デ コ ン

ブ,11ゴ ヘ イ コ ン ブ,12ヒ メ コ ン ブ,13チ シマ ゴ ヘ イ コ ン ブ..


